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第２四半期連結業績予想値と決算値の差異及び配当（中間配当）に関するお知らせ 
 

2023年６月14日に公表いたしました2024年４月期の第２四半期累計期間の連結業績予想値と本日公表

の決算値との差異及び本日開催の取締役会において、2023年10月31日を基準日とする剰余金の配当（中間

配当）及び配当原資をその他資本剰余金とすることを決議いたしましたので、下記の通りお知らせいたし

ます。 

記 

 

１． 連結業績予想値と決算値との差異について 

（１） 連結業績予想値と決算値との差異 

2024年４月期第２四半期累計期間(2023年５月１日から2023年10月31日)の連結業績予想値との

差異 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主 
に帰属する 
四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 
百万円 

14,109 
百万円 

27 
百万円 

0 
百万円 

△103 
円 銭 

△12.93 

今 回 実 績（Ｂ） 14,071 43 △1 287 35.93 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △38 16 △2 391  

増 減 率（％） △0.27 59.87 － ―  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（2023年４月期第２四半期） 
12,650 △400 △450 △236 △34.60 

 

（２）差異の理由 

2024年４月期第２四半期累計期間の連結業績につきましては、売上高及び経常利益は予想値

を下回りましたが、コロナ禍より取り組んで参りましたコスト削減等の効果により営業利益は

予想値を上回っております。 

親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては、特別利益（投資有価証券売却益）及び

法人税等調整額（益）を計上したことにより予想値を上回っております。 

なお、第３四半期以降の売上高は、引き続き回復すると想定しており、現時点において2024

年４月期連結業績予想について変更はありません。 

今後、修正が必要になった場合は速やかに開示いたします。 

  



２． 中間配当について 

（１）中間配当の内容 

 決定額 直近の配当予想 前期実績 

（2023年４月期） 

基準日 2023年10月31日 同左 － 

１株当たり配当金 5円00銭 － － 

配当金の総額 40,236千円 － － 

効力発生日 2024年１月15日 － － 

配当原資 その他資本剰余金 － － 

（注）純資産減少割合 0.006 

 

（２）配当の理由 

当社は、株主の皆様に対する利益還元を重要な課題と位置付けており、強固な経営基盤の確保

によって、安定した収益体質による株主資本利益率の向上に努め、業績に裏付けられた適正な利

益配分を行うことが必要と認識しております。 

本公表の連結業績予想と決算値の差異のとおり、当初の予想を下回るものの業績が回復し財務

状況も改善していると認識しており、当期業績及び将来の事業展開に必要な内部留保の水準や株

主様への還元等を総合的に勘案し、予定しておりました2024年４月期の中間配当につきまして１

株当たり５円とさせていただきます。 

 

（ご参考）配当予想は次のとおりです。 

 １ 株 当 た り 配 当 金 

基 準 日 第２四半期末 期末 合計 

配 当 予 想 － 5円00銭 10円00銭 

当 期 実 績 5円00銭 － － 

前 期 実 績 

(2023年４月期) 
0円00銭 5円00銭 5円00銭 

 

 

 

以 上 


